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「
い
じ
め

を
し
た
人
、

正
直
に
手
を

挙
げ
な
さ

い
」
中
学
校

の
放
課
後
の
教
室
に
先
生
の

大
き
な
声
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。
教
室
は
シ
ー
ン
と
静
ま
り

返
り
、
誰
一
人
手
を
挙
げ
ま
せ

ん
で
し
た
。
誰
が
い
じ
め
を
し

て
い
る
か
、
皆
知
っ
て
い
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
先
生
も
。
無
音

の
教
室
で
長
い
長
い
時
間
が
経

ち
ま
し
た
。
外
は
段
々
と
暗
く

な
っ
て
い
き
ま
す
◆「
は
い
」
一

人
の
女
の
子
が
泣
き
な
が
ら

手
を
挙
げ
ま
し
た
。
全
員
が
驚

き
ま
し
た
。
そ
の
子
は
真
面
目

で
大
人
し
い
女
の
子
で
、
皆
が

思
っ
て
い
た
犯
人
と
は
違
う
子

だ
っ
た
か
ら
で
す
◆
そ
の
子
は

「
私
は
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
○

○
君
と
何
度
も
何
度
も
目
が

合
っ
た
の
に
、
何
も
で
き
ず
目

を
そ
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

○
○
君
に
対
し
て
と
て
も
ひ
ど

い
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。」
と
、
嗚

咽
し
な
が
ら
言
っ
た
の
で
し
た

◆
普
段
、
私
達
が
他
人
事
だ

と
思
っ
て
い
る
こ
と
、
本
当
に

他
人
事
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
か

で
必
ず
私
も
原
因
と
な
っ
て
い

る
、
こ
れ
を
縁
起
の
法
だ
と
聞

か
せ
て
頂
き
ま
す
。

揖
龍
東
組  

西
福
寺  

尾
野
智
行

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

十
八
年
目
を
迎
え
た
一
月
十

七
日
、
神
戸
別
院
本
堂
に
て

『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
物
故

者
総
追
悼
法
要
』
が
勤
め
ら

れ
た
。

震
災
の
物
故
者
を
偲
ぶ
参

拝
者
で
満
堂
の
中
、
輪
番
が

法
要
の
表
白
に
て
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
と
、一
昨
年
三

月
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
・
物
故
者
に
も

想
い
を
馳
せ
、
人
の
世
の
無

常
を
か
み
し
め
つ
つ
も
、
如

来
の
大
悲
を
聞
き
、
念
仏
も

ろ
と
も
力
強
く
生
き
抜
く
旨

を
、
ご
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来

に
敬
白
し
た
。

法
要
に
引
き
続
い
て
行
わ

れ
た
『「
い
の
ち
」
を
考
え
る

研
修
会
』
で
は
、
輪
番
挨
拶

の
後
、
宗
門
関
係
学
校
の
学

生
代
表
に
よ
る
『
い
の
ち
を

考
え
る
作
文
』
の
朗
読
発
表

が
行
わ
れ
た
。（
二
面
に
関

連
記
事
）

作
文
の
朗
読
の
後
、
講
演

会
が
開
か
れ
、
武
田
邦
彦
氏

（
中
部
大
学
教
授
・
内
閣
府

原
子
力
委
員
会
専
門
委
員
）

を
講
師
に
迎
え
、
震
災
や
原

発
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
お

話
を
頂
戴
し
た
。

武
田
氏
は
講
演
の
中
で
、

東
海
大
地
震
の
話
に
触
れ
ら

れ
、
そ
の
根
拠
を
述
べ
つ
つ

も
「
い
つ
地
震
が
来
る
か
、

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
本
当

は
地
震
と
い
う
も
の
は
予
知

で
き
な
い
。
ど
の
く
ら
い
の

大
き
さ
の
地
震
が
く
る
か
は

予
想
で
き
る
が
、
い
つ
来
る

か
と
い
う
事
は
わ
か
ら
な
い
。

明
日
来
る
と
思
っ
て
心
掛
け

て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。」

「
ど
こ
に
地
震
が
来
る
か
、

い
つ
来
る
か
と
い
う
話
と
、

『
家
族
の
い
の
ち
を
守
る
』
と

い
う
こ
と
は
、
し
っ
か
り
と

分
け
て
考
え
な
い
と
い
け
な

い
。」な

ど
、
軽
妙
な
語
り
口
の

中
に
科
学
者
ら
し
い
論
理
的

な
解
説
を
交
え
な
が
ら
、
解

り
や
す
い
お
話
を
頂
い
た
。

最
後
は
増
井
淨
見
師
（
赤

穂
北
組
浄
蓮
寺
）
の
挨
拶
に

て
研
修
会
は
閉
会
し
た
。

解りやすいお話を頂いた（武田邦彦氏）



－

学
生
が
想
い
を
綴
る

－

〜
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
〜

パ
ソ
コ
ン
新
時
代
へ

朗読する仲野遥香さん（神戸龍谷中学校）
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別
院
・
教
務
所
で
は
こ
の

度
、
利
用
す
る
皆
様
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

い
た
し
ま
し
た
。

別
院
の
案
内
が
一
新
・
充

実
し
た
と
共
に
、
各
種
研
修

会
報
告
書
や
助
成
金
申
請
書

な
ど
、
教
務
所
各
種
申
請
用

紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
行
え
る
様

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
住
職
任
命
申
請
や

責
任
役
員
申
請
・
門
徒
総
代

届
な
ど
、
各
種
願
記
申
請
用

紙
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

『
お
寺
の
情
報
箱
』（
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
寺
院
活
動
支

援
部
公
開
サ
イ
ト
）
へ
の
リ

ン
ク
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
教
区
新
報
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
（
一
号
か

ら
最
新
号
ま
で
）
が
閲
覧
で

き
る
様
に
な
る
な
ど
、
新
し

く
な
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ

ス
は
左
記
の
通
り

http://w
w
w.hongw

anji-
kobe.jp/

『
阪
神
・
淡
路
大

震
災
物
故
者
総
追

悼
法
要
』（
一
面
に

記
事
）
に
続
い
て
行

わ
れ
た
『
い
の
ち
を

考
え
る
研
修
会
』

で
、『
東
日
本
大
震

災
復
興
に
向
け
て

〜
私
が
出
来
る
こ

と
〜
』を
テ
ー
マ
に
、

宗
門
関
係
学
校
の

学
生
が
作
文
の
朗

読
発
表
を
行
っ
た
。

自
分
自
身
を
含

め
た
多
く
の
い
の
ち
に
つ
い

て
ど
う
捉
え
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
？
ま
た
、
震
災
復

興
に
向
け
て
自
分
が
出
来
る

こ
と
は
何
か
？
学
生
な
ら
で

は
の
視
点
・
感
性
で
綴
ら
れ

た
想
い
に
、
多
く
の
参
加
者

が
頷
い
て
い
た
。

阪
神
・
淡
路
の
震
災
時
に

は
母
親
の
お
腹
の
中
だ
っ
た

と
い
う
河
南
槙
さ
ん
（
神
戸

龍
谷
高
校
）
は
「
地
震
・
津

波
と
い
っ
た
天
災
の
前
に
は

自
分
達
は
ち
っ
ぽ
け
な
存
在

で
あ
る
と
否
応
な
く
自
覚
さ

せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ち
っ

ぽ
け
な
存
在
で
あ
っ
て
も
、

互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
助

け
合
う
こ
と
が
出
来
る
」

「
復
興
に
向
け
て
大
切
な

こ
と
は
、『
想
い
』
を
つ
た
え

る
こ
と
。『
寄
り
添
う
心
』

が
必
要
。
ち
っ
ぽ
け
で
弱
い

存
在
で
あ
っ
て
も
、『
寄
り

添
う
』
こ
と
で
私
達
は
強
く

な
れ
る
」
と
力
強
く
想
い
を

話
し
た
。

発
表
の
学
生
は
次
の
通
り

◆
仲
野
遥
香
（
神
戸
龍
谷
中

学
校
二
年
）◆
鳴
瀧
梨
乃（
神

戸
国
際
中
学
校
二
年
）◆
坂

本
実
乃
里
（
須
磨
ノ
浦
女
子

高
等
学
校
二
年
）◆
河
南
槙

（
神
戸
龍
谷
高
等
学
校
二
年
）
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子
ど
も

子
ど
も

九
条
の
会
全
国
集
会

九
条
の
会
全
国
集
会

僧侶を目指して！僧侶を目指して！
―寺院子弟が研修――寺院子弟が研修―

大人気のわた菓子

本格的なセットでの劇

仏青会員が衣体の被着法を指導した

討論会の様子
（左から棚原師、玉光師、杵築師、高田師）
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十
二
月
二
十
二
日
、
神
戸

別
院
を
会
場
に
『
震
災
支
援

報
恩
講
子
ど
も
の
集
い
』
が

開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
二
十
四
単
位
会
、

百
二
十
二
人
の
子
ど
も
達
が

集
ま
り
、
保
護
者
・
ス
タ
ッ

フ
も
併
せ
る
と
二
百
五
十
六

人
で
の
報
恩
講
子
ど
も
の
集

い
と
な
っ
た
。

午
前
は
別
院
本
堂
に
て
、

報
恩
講
の
法
要
が
勤
ま
り
、

子
ど
も
達
自
身
の
手
で
、
献

灯
・
献
華
・
献
香
を
し
て
阿

弥
陀
様
へ
の
お
荘

厳
を
完
成
。
全
員

で
正
信
偈
を
お
勤

め
し
た
。

お
昼
は
教
区
教

化
団
体
や
有
志
に

よ
る
、
手
作
り
の

食
事
や
ゲ
ー
ム
で

子
ど
も
達
を
歓

迎
し
た
。

つ
き
た
て
の
お

餅
に
始
ま
り
、
カ
レ
ー
や
焼

き
そ
ば
、
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー

キ
、
豚
汁
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

フ
ル
ー
ツ
チ
ョ

コ
、
わ
た
菓
子
、

く
じ
引
き
、ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す

く
い
な
ど
、
沢

山
の
ご
馳
走
に
、

子
ど
も
達
は
大

喜
び
の
お
昼
と

な
っ
た
。

お
昼
の
後
は
、

一
階
の
ホ
ー
ル

に
て
少
年
連
盟

ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
劇
『
と
も
だ

ち
に
な
り
た
い

（
原
作
／
泣
い
た

赤
鬼
）』
の
上
演
。

本
格
的
な
セ
ッ
ト
・
照
明
・

Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
中
、
少
年
連
盟
ス

タ
ッ
フ
熱
演
の
劇
に
、
子
ど

も
達
は
釘
付
け
と
な
っ
た
。

中
に
は
、
赤
鬼
・
青
鬼
役
の

ス
タ
ッ
フ
に
び
っ
く
り
し
て

逃
げ
出
す
子
も
。

劇
の
間
、
三
階
の
本
堂
で

は
親
の
部
と
し
て
三
上
章
道

師
（
滋
賀
教
区
大
津
組
福
賢

寺
）
の
講
演
が
あ
り
、『
合

掌
が
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
』
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
頂

戴
し
た
。

劇
・
講
演
の
後
は
閉
会
式

と
な
り
、
最
後
に
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
、
子
ど
も
達
を
見

送
っ
て
終
了
と
な
っ
た
。

十
二
月
二
十

六
日
か
ら
一
泊

二
日
の
日
程
で

『
寺
院
子
弟
得

度
考
査
研
修

会
』（
兵
庫
教

区
寺
院
子
弟

協
議
会
主
催
）

が
開
か
れ
た
。

教
務
所
に
て
行
わ
れ
る
得

度
考
査
の
合
格
を
目
指
し
て

行
わ
れ
る
本
研
修
会
。
今
回

は
八
名
の
寺
院
子
弟
が
参
加

し
、
仏
教
・
浄
土
真
宗
の
基

礎
的
内
容
や
、
勤
式
・
作
法
、

荘
厳
な
ど
に
つ
い
て
講
習
が

行
わ
れ
た
。

ま
た
、
本
研
修
会
に
は
教

区
仏
青
よ
り
五
名
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
。
正
信
偈
の

お
勤
め
や
、
作
法
な
ど
の
指

導
、
補
佐
に
あ
た
っ
た
。

た
つ
の
市
よ
り
参
加
の
中

村
友
亮
さ
ん
は
、「
寺
族
出

身
で
は
な
く
、
全
く
触
れ
た

事
が
無
い
世
界
。
ゼ
ロ
か
ら

の
出
発
に
な
る
が
、
今
回
の

研
修
会
に
参
加
し
て
、
こ
れ

か
ら
自
分
が
何
を
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
自
分

に
欠
け
て
い
る
も
の
は
何
な

の
か
？
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

得
度
を
受
け
て
僧
侶
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
地
域

の
為
に
な
り
、
頼
り
に
さ
れ

る
お
寺
に
し
た
い
。

何
よ
り
、
ご
門
徒
の
皆
様

に
「
中
村
さ
ん
に
来
て
も

ら
っ
て
良
か
っ
た
な
あ
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
僧
侶
に
な

り
た
い
」
と
目
標
を
語
っ
た
。

一
月
二
十
一
日
、
神
戸
別
院

本
堂
を
会
場
に
『
念
仏
者
九

条
の
会
・
大
谷
派
九
条
の
会

全
国
集
会
』
が
開
催
さ
れ
た
。

今
集
会
で
は
、
昨
年
末
、
新

政
権
（
第
二
次
安
倍
内
閣
）
が

宗
大
谷
派
）、杵
築
宏
典
師
（
本

願
寺
派
）を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え

て
、活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
全
体
会
の
最
後
に

は
、
九
条
の
会
代
表
で
あ
る
信

楽
峻
麿
師
よ
り
、
仏
教
他
宗

派
に
も
呼
び
か
け
、
改
憲
反
対

運
動
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
を

参
加
者
全
員
で
確
認
し
た
。

念
仏
者
九
条
の
会
の
全
国

集
会
が
兵
庫
で
開
催
さ
れ
る

の
は
、今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、

教
区
に
お
け
る
今
後
の
取
り

組
み
（
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
、
平
和

問
題
）
に
向
け
て
、
足
掛
か
り

と
な
る
集
会
と
な
っ
た
。

発
足
し
、
再
び
浮
上
し
始
め
た

憲
法
改
正
論
に
つ
い
て
、
真

宗
者
・
念
仏
者
の
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
再
確
認
す
る
た

め
に
、
テ
ー
マ
を
『
再
び
動
き

始
め
た
改
憲
論

－

今
、
わ
れ

わ
れ
の
運
動
を
広
げ
る
た
め

に

－

』
と
設
定
し
、
高
田
健
師

（
許
す
な
！
憲
法
改
悪
・
市
民

連
絡
会
事
務
局
次
長
）
を
講

師
と
し
て
迎
え
、
ま
ず
基
調

講
演
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
、
棚
原
正
智
師
（
本
願
寺

派
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

高
田
健
師
、
玉
光
順
正
師
（
真



教区だより

3 月

コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

✼✼✼佛教讃歌ＣＤのご案内✼✼✼

ビハーラ兵庫定例研修会のご案内

リーフレット『お彼岸』
受 付 中

－講師に釋徹宗師－
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敬
　
　
弔

2 月
（金）
（土）

（月）
（水）

（木）
（土）
（日）
（火）

（水）

（木）
（金）
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寺婦運営委員会  10：30
第一土曜仏教講座
（野村康治師  大阪教区中島東組／淡路介護老人福祉施設ビハーラ施設長） 13：30
第３連区近畿ブロック門徒推進員実践運動研修会（３日まで） 13：00
特法協役員会  16：00
少年連盟役員会  15：00
第１１回布教大会  10：00
別院仏婦定例法座（森川晋乗師  神姫組）  
まことの保育  第4回連続研修会  13：00
中仏集い会  
キッスサンガアドバイザー会議  15：00
勧学寮真宗講座（13日まで）  13：00
矯正教化連盟大阪管区研修会  14：00
   9：00
ビハーラ定例研修会（釋徹宗師  大阪教区  豊島北組） 13：30
常例法座（16日まで  波多正宣師  阪神南組） 13：30
中仏・同窓会  
群萌会  18：30
聞法の集い（21日まで） 熊本方面 
第３連区青年布教使研修会（２１日まで） 京都教区 12：30
モダン寺土曜子ども会  10：00
兵庫教区仏教壮年の集い  10：30
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現生正定聚講師団研修  10：30
御同朋の研修会  13：00
仏婦委員総会  10：30
保育連盟理事・編集委員会  14：00
平成24年度布教使研修会  13：00
寺婦総会  10：30
仏婦コーラス練習会  10：30

コーラスフェスティバル  10：30
第一土曜仏教講座
（武田晋師  山口教区萩組／本願寺派司教） 13：30
布教同志会  第13回布教神戸大会   8：00
組長ブロック長会  13：30
常備会  13：30
第28回若婦人のつどい  10：30
中仏集い会  
保育連盟臨時総会  15：00
寺婦研修旅行（13日まで） 京都・滋賀
近同推会員研修会 鷺森別院 13：30
第６回各種法座出講予定者事前学習会 12：30
第155回定期教区会  10：30
兵庫教区実践運動研修会  13：30
ビハーラ兵庫役員会  16：30
年度末組長会  14：30
仏婦コーラス練習会  13：30
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一
月
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十
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多
く
の
方
に
仏
教
讃
歌
に

親
し
ん
で
も
ら
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と
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に
、

教
区
内
の
コ
ー
ラ
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グ
ル
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プ
の
練
習
成
果
発
表
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場
と

し
て
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催
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Ⅰ
』
が
〈
礼

讃
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Ⅱ
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Ｔ
Ｏ

Ｒ
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Ｘ
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た
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Ｘ
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ま
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Ｐ
Ｏ
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／
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〜
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／
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／
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料
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